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近年発生が確認 さ れ た 緑化樹木の う ど ん こ 病

は じ め に

緑化樹木 は緑地帯や生垣な ど に植栽 さ れ る 樹木の総称

であ る 。 自 然植生の樹木 と 異 な り ， 一般 に は大量の単一

樹種が密 に 植栽 さ れ る 。 し た が っ て ， ひ と た び病気が発

生す る と 伝染が早 く ， し ば し ば大 き な被害 と な る 。 代表

的な例が ト ウ カ エ デ に 発生 し た 首垂細菌病 と う ど ん こ 病

で あ る 。 1980 年代 に 入 り ， ト ウ カ エ デ の 街路樹 に 幻 の

病気 と 考 え ら れて い た 首垂細菌病が， 東京， 大阪 な ど全

国規模で大発生 し た 。 本病 は 春季 に 新梢 の萎凋や落葉，

枝枯れが顕著であ っ た た め ， マ ス コ ミ に も 大 き く 取 り 上

げ ら れた 。 同 時 に 発生 し た の が う ど ん こ 病で あ っ た (堀

江 ・ 菅 田 ， 1985) 。 こ の 時点 ま で， 我 が国 で は ト ウ カ エ

デ に う ど ん こ 病の記録は認め ら れて い な か っ た 。 首垂細

菌病の 方 は 数年 を 経 て ， 自 然 に 衰 え を見せ， 現在では一

部で発生す る も の の ， 行政的問題 と な る よ う な被害 と は

な っ て い な い。 一方， う ど ん こ 病 は す っ か り 定着 し て し

ま い， 各地の ト ウ カ エ デ街路樹で， 4 月 下旬 頃 に 新梢 の

先端葉か ら 発病が始 ま る 。 本病 は ， う ど ん こ 病特有の 白

色粉状の標徴 を 示す ほ か に ， 葉 と 新梢 に 激 し く 発生 し た

場合 に は枝葉の羅病組織が脱水 し て パ リ パ リ に な り ， 景

観 を 著 し く 損 な う 。 ま た ， 豊富 な 分生子 を 形成す る た め

に ， 通行人 の 服 を 汚 す こ と が あ り ， 行政 に対 し て 苦情が

寄せ ら れ る 。 本病 は， 街路樹で， 薬剤散布 に よ る 防除 を

行 う 唯一の病気 と い っ て よ い。

緑化樹木の う ど ん こ 病 に つ い て は ， 大野 ( 1975) に よ

る 総説が， 本誌 に 掲載 さ れて い る 。 本稿で は ， 最近報告

さ れた う ど ん こ 病， 今後の課題な ど に つ い て 紹介す る 。

I 緑化樹木 う どん こ 病の記録

日 本植物病名 目 録 ( 日 本植物病理学会， 2000 ; 以下，

「病名 目 録j と 表記す る ) に ， う ど ん こ 病が採録 さ れ た

樹種 を 表ー1 に 示 す 。 病名 目 録 に は 針葉樹 は 10 科 50 種

類が あ げ ら れて い る が， い ず れ に も う ど ん こ 病 は記録 さ

れ て い な い。 広葉樹 は 99 科 432 種類 の う ち ， 52 科 123

種類 に う ど ん こ 病 が登載 さ れ て い る 。 し か し ， 1990 年
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代 に は わ ずか に ウ リ ノ キ う ど ん こ 病お よ びオ オ パ ア サ ガ

ラ 裏 う ど ん こ 病 の 2 種類 の み が 新 た に 追加 さ れ た 。 一

方， 病原菌 の追加お よ び所属 の 変更 は 広範囲 に 及 ん で い

る 。 す な わ ち ， 病名 目 録 旧 版 で採 用 さ れ て い た HOMMA

(1937) の 学 名 は 大 幅 に 修 正 さ れ， 新 版 で は BRAUN

(1987) ， 大谷 (1988) ， 野村 ( 1997) ら の モ ノ グ ラ フ に

準拠 し て い る 。

E 最近， 問題 と な っ て い る う どん ニ 病

病名 目 録 に 未採録の う ど ん こ 病 の う ち ， 近年， 主 要 な

緑化樹木 に 発生 し た 種類 に つ い て ， 東京都の 事例 を 中心

に 解説す る 。

1 ス ズ カ ケ ノ キ類 う どん ニ 病

ス ズ カ ケ ノ キ 類 ( プ ラ タ ナ ス ; 主 に モ ミ ジパ ス ズ カ ケ

ノ キ ) は幹線道路の街路樹 と し て利 用 さ れて お り ， 東京

都 で は 街路樹植栽本数 4 1 ， 141 本 で， イ チ ョ ウ ， ハ ナ ミ

ズ キ に 次 い で 第 3 位， 全 街 路 樹 数 の 8 . 9% を 占 め る

(2000 年 4 月 現在) 。 ス ズ カ ケ ノ キ 類 に は う ど ん こ 病 は

記録 さ れ て い な か っ た が， 1997 年秋季 に 本病が全都的

に大発生 し た (堀江 ら ， 1999) 。

( 1 )  発生状況

本病 は 6 月 下旬 か ら 発生 し ， 梅雨明 け か ら 樹全体 に 拡

が る 。 初 め 新梢先端葉が展葉中 に 発病す る こ と が多 く ，

白色， 粉状の菌叢が厚 く 生 じ る 。 こ の場合 は 発病部位が

正常 に 生育で き ず に ， 葉脈が変形 し ， 葉が査 ん だ形 と な

り ， 縮れや波打ち を 伴 う 奇形 を起 こ す。 若 い 葉 で は 菌叢

が葉裏面 に 先 に 発生 す る と ， 葉表 に は菌叢 の 発達が少 な

く ， 擢病部 の 表面が し ば し ば貧化す る 。 奇形葉の厚 い 菌

叢が枝全体の 薬 に拡が る こ と は 少 な い 。 一方， 展葉後 に

発病す る と 波打 ち ゃ奇形 は 目 立た な い こ と が多 く ， 薄 い

菌叢が全面 に 生 じ ， 白 く 汚れた よ う に 見 え る 。 薄 い菌叢

は し ば し ば樹全体 に ま ん延 す る 。 病葉 は 長 く 着生 し て い

る が， 秋季の 葉 の 黄化 は鮮明 で は な く ， ま た ， 落葉 は 正

常葉 よ り 早 い。 本病 は症状が激 し く ， 景観 を 著 し く 損 な

う た め ， ス ズ カ ケ ノ キ 類の重要病害 と い え る 。

東京都 に お け る 本病 の 発生状況 に つ い て ， 1997 年 1 1

月 上 中旬 に 区部 (9 区) 18 地点， 多摩地区 (5 市) 10 地

点， 合計 28 地点 の ス ズ カ ケ ノ キ 類街路樹， 各平均 26 株

を調査 し た 。 株 ご と に 無発病~甚 発病 の 6 段 階 に 区 分
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表 - 1 う ど ん こ 病の記録 さ れた樹木

カ エ デ科 カ エ デ類 〔表 う ど ん こ 病 ( 1 ) ， う ど ん こ 病 ( 6 ) ， 1M う ど ん こ 病 ( 2 ) )  

ウ リ ノ キ科 ウ リ ノ キ ( 1 )

ウ ル シ科 ヌ ル デ ( 1 ) 

ウ コ ギ科 ウ コ ギ ( J )

メ ギ 科 メ ギ ( 4 ) ， ホ ソ パ ヒ イ ラ ギ ナ ン テ ン ( J )

カ バ ノ キ科 ハ ン ノ キ 類 ( 9 ) ， カ ン パ類 ( 4 ) ， シ デ類 ( 5 ) ， ハ シ パ ミ 類 ( 3 ) ， ア サ ダ ( 2 ) 
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ス イ カ ズ ラ 科 ツ ク パ ネ ウ ツ ギ ( 1 ) ， ウ グ イ ス カ グ ラ ( 3 ) ， ス イ カ ズ ラ ( J ) ， ニ ワ ト コ ( 2 ) ， ガ マ ズ ミ ( 5 ) ， カ ン ポ ク ( 1 ) ， ハ コ ネ ウ ツ ギ ( 3 ) 

ニ シ キ ギ科 ツ ル ウ メ モ ド キ ( 1 ) ， マ サ キ ( 2 ) ， マ ユ ミ (:l )

カ ツ ラ 科 カ ツ ラ ( 2 ) 

リ ョ ウ プ科 リ ョ ウ プ ( j )

ミ ズ キ科 ア オ キ ( 2 ) ， ミ ズ キ 類 ( 6 ) ， ハ ナ イ カ ダ ( J )

ウ リ 科 ア マ チ ャ ズ ル ( j )

ユ ズ リ ハ科 ヒ メ ユ ズ リ ハ ( 1 )

ツ ツ ジ科 ド ウ ダ ン ツ ツ ジ ( 1 ) ， ネ ジ キ ( j ) ， ヨ ウ ラ ク ツ ツ ジ ( 1 ) ， ツ ツ ジ類 ( 5 ) ， ス ノ キ 類 ( J )

ト ウ ダ イ グサ科 ア カ メ ガ シ ワ ( 4 ) ， コ パ ン ノ キ ( J ) ， ナ ン キ ン ハ ゼ ( J ) ， ヒ ト ツ パハ ギ ( J )

7 サ ザ ヲ ラ 科 フ サ ザ ク ラ ( 2 ) 

ブナ科 シ イ ノ キ 類 ( 1 ) ， プナ ( 2 ) ， <' テ パ シ イ ( 1 ) ， カ シ類 〔紫かぴ病 ( 2 ) ， う ど ん こ 病 ( 4 ) ， 衷 う ど ん こ 病 ( 1 ) ) ， ナ ラ 類 〔 紫 か ぴ病

( J  ) ， う ど ん こ 病 ( 6 ) ， 裏 う ど ん こ 病 ( 3 ) ) 

オ ト ギ リ ソ ウ 科 キ ン シ パ イ ( j )

7 ン サ ク 科 ト サ ミ ズ キ ( 1 ) ， マ ン サ ク 〔裏 う ど ん こ 病 ( 1 ) )  

ト チ ノ キ科 ト チ ノ キ ( j )

ク ル ミ 科 ノ グ ル ミ ( j ) ， サ ワ グル ミ ( 1 )

アケ ビ科 ム ベ ( j )

ク ス ノ キ科 ヤ プニ ッ ケ イ ( 1 ) ， ク ロ モ ジ ( 4 ) ， パ リ パ リ ノ キ ( 1 ) 

マ メ 科 ネ ム ノ キ ( 1 ) ， イ タ チ ハ ギ ( J ) ， ジ ャ ケ ツ イ パ ラ ( J ) ， コ マ ツ ナ ギ ( j ) ， ハ ギ ( J ) ， イ ヌ エ ン ジ ュ ( j ) ， ナ ツ ア ジ ( 1 ) ， ニ セ ア

カ シ ア ( 3 ) ， ブ ジ ( 2 ) 

ミ ソ ハ ギ 科 サ ル ス ベ リ ( \ )

モ ク レ ン科 モ ク レ ン ( 2 ) ， ホ オ ノ キ 〔 う ど ん こ 病 ( j ) ， 裏 う ど ん こ 病 ( 1 ) ) ， コ プ シ 〔 う ど ん こ 病 ( 3 ) ， 袈 う ど ん こ 病 ( j ) )  

ア オ イ 科 フ ヨ ウ ( j ) ， ム ク ゲ ( j )

セ ン ダ ン 科 チ ャ ン チ ン ( j )

ツ ヅ ラ フ ジ科 コ ウ モ リ カ ズ ラ ( 3 ) ， ハ ス ノ ハ カ ズ ラ ( 1 )  

ク ワ 科 イ ヌ ピ ワ ( 1 )  

フ ト モ モ科 ユ ー カ リ 類 ( j )

モ ク セ イ 科 ト ネ リ コ 類 〔 う ど ん こ 病 ( 3 ) ， 裏 う ど ん こ 病 ( 1 ) J . イ ボ タ ノ キ ( 2 ) ， ラ イ ラ ッ ク ( J )

ク ロ ウ メ モ ド キ科 ク マ ヤ ナ ギ ( 2 ) ， ケ ン ポ ナ シ ( 2 ) 

パ ラ 科 ザ イ フ リ ポ ク ( 2 ) ， サ ン ザ シ ( 1 ) ， ハ ナ カ イ ド ウ 類 ( 1 ) ， ズ ミ ( j ) ， カ ナ メ モ チ ( J ) ， カ マ ツ カ ( 2 ) ， ニ ワ ウ メ ( 1 ) ， サ ク ラ 類

( 2  ) ， パ ラ 類 ( 2 ) ， ハ マ ナ ス ( J ) ， ナ ナ カ 7 ド ( 3 ) ， シ モ ツ ケ類 ( 3 ) ， ユ キ ヤ ナ ギ ( 1 ) ， コ ゴ メ ウ ツ ギ ( 2 ) 

ミ カ ン 科 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ ( 1 )

ア ワ プキ科 ア ワ プキ ( 1 )

ヤ ナ ギ 科 ポ プ ラ 類 ( j ) ， ヤ ナ ギ類 ( 3 ) ， オ オ パヤ ナ ギ ( J )

ビ ャ ク ダ ン 科 ツ ク パ ネ ( 2 ) 

ユ キ ノ シ タ 科 ウ ツ ギ ( 3 ) ， ア ジ サ イ ( 4 ) ， パ イ カ ウ ツ ギ ( 1 ) ， イ ワ ガ ラ ミ ( 2 ) 

マ ッ プサ科 マ ッ プサ ( 2 ) 

ゴマ ノ ハ グサ科 キ リ ( j )

ニ ガ キ科 シ ン ジ ュ ( 1 ) ， ニ ガ キ ( 4 ) 

ナ ス 科 ク コ ( 1 )

キ ブ シ科 キ プ シ ( J )

ミ ツバ ウ ツ ギ 科 ミ ツ バ ウ ツ ギ ( 2 ) 

エ ゴ ノ キ科 オ オ パ ア サ ガ ラ [ う ど ん こ 病 ( 3 ) ， 裂 う ど ん こ 病 ( 1 ) J ， エ ゴ ノ キ ( J ) ， ハ ク ウ ン ポ ク ( 1 ) 

ハ イ ノ キ科 ハ イ ノ キ ( 1 ) 

シナ ノ キ科 シ ナ ノ キ ( 3 ) ， オ オ パ ボ ダ イ ジ ュ ( 2 ) 

ヤマ グルマ科 ヤ 7 グノレ マ ( j )

ニ レ科 ム ク ノ キ ( う ど ん こ 病 ( j ) ， 裏 う ど ん こ 病 ( \ ) ) ， エ ノ キ 〔 う どん こ 病 ( j ) ， 裂 う ど ん こ 病 ( j ) ) ， ニ レ類 ( 2 ) ， ケ ヤ キ ( 1 )

ク マ ツ ヅ ラ 科 ム ラ サ キ シ キ プ ( 2 ) ， ク サ ギ ( 1 )

ブ ド ウ 科 ノ ブ ド ウ ( 3 ) 

注) r病名 目録」の広葉樹の項の樹木. 植物 は科目 種の学名の ア ル ブ ア ベ ッ ト 順. 病名 は ( ) に 特記 し た以外は う ど ん こ 病. ( ) の数値 は記録 さ れた

う ど ん こ 病菌の積類数 (積未同定お よ び疑問種 を 含 む ) .
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し ， 地点、 ご と の 発病度 ( = 2! (指数 × 該当株数) x 100/調

査株数 X 5) を 求 め た 。 こ の 結果， 調査 し た 28 地点す べ

て に お い て う ど ん こ 病 の 発 生 を 確 認 し ， 発 病 株 率 は

21�100% (平均 92% ) ， 発病度 は 1O�89 (平均 63) で

あ っ た 。 株 に よ り 感受性の差異が大 き し 甚発病株 と 微

発病株が し ば し ば隣接 し て い た り ， 幅 5 m ほ ど の 狭 い

街路の両側で擢病程度が明瞭 に 異 な っ た 事例 も 認め ら れ

た 。 ま た ， 地点の違 い に よ っ て も 発病度 に差異があ り ，

全般 に 区部の発生程度が極 め て 高 く ， 多摩地 区では ば ら

つ き が顕著で あ っ た 。 本病 は 1997 年以降 も 2�3 年は発

生 が多 か っ た が， 現在 で は 大 き な 被害 と は な っ て い な

い。 こ れ は ， 本病の発病盛期が秋季であ る こ と ， 夏季 に

強輿定 を行 う た め ， 春~初夏の発病枝が除去 さ れ る こ と
な どが， 被害 を 小康状態 に 保 っ て い る と 推察 さ れ る 。

( 2 ) 病原性の確認お よ び病名提案

ア メ リ カ ス ズ カ ケ ノ キ ， ス ズ カ ケ ノ キ お よ びモ ミ ジ パ

ス ズ カ ケ ノ キ の挿 し 木苗 に ， 自 然発生 し た ス ズ カ ケ ノ キ

類の う ど ん こ 病菌分生子 を 面相筆で払 い落 と し て 接種 し

た 。 3 日 間湿室 に保持 し た の ち ， ガ ラ ス 室で管理 し た と

こ ろ ， 接種 5�7 日 後 に ， 接種葉 に粉状の菌叢が円形 に

薄 く 拡が り ， や が て 葉全体 を 白粉が覆い， 心葉 に は よ じ

れや波打 ち な ど の症状が生 じ た 。 分生子接種 に よ り ， 自

然病徴が再現 さ れた た め ， 本病 を 「 う ど ん こ 病J と 命名

し た 。

( 3 ) 菌の形態お よ び所属

菌叢 は葉の両面 に 表生 し ， 永続性であ る 。 分生子 は フ

ィ プ ロ シ ン体 を 欠 き ， 無色， 単胞， 卵形~楕 円形， 大 き

さ ( 3 0 � ) 3 5 � 4 5 ( � 5 3 )  x 1 8 � 2 6 μ m  ( L ! W =  

1 . 81�1 . 94) 。 菌糸上 に 直立 し た 3�5 細胞の分生子柄上

に 単生す る 。 分生子柄 は 円 筒形， 長 さ が 85�290 μm。

分生子の発芽管 は ， 先端 ま た は途中 に比較的複雑な こ ぶ

し 状 の 付着器 を 形成す る Eη'siPhe ρolygoni 型 で あ る 。

完全世代 は確認 さ れて い な し 3。 以上の形態的特徴か ら ，

本菌 を Erysかhe ρolygoni 型 の Oidium sp. と し た (図-

1 ) 。 な お， 北米， ヨ ー ロ ッ パ， オ ー ス ト ラ リ ア な ど で ス

ズ カ ケ ノ キ 属樹木 に 寄生 す る う ど ん こ 病菌 と し て ， Mi­

croゆhaera ρlatani HOWE お よ び Phyllactinia guttata 
(WalIr : Fr. ) Lev. が記載 さ れ て い る ( BI!AUN ， 1987) 。

こ の う ち ， M. ρlatani の分生子世代 の形態 は ， 我が国で

発生 し た ス ズ カ ケ ノ キ 類 う ど ん こ 病菌 と よ く 一致す る 。

今後， 完全世代 の確認 を 待 ち た い。 我が固での宿主 は，

ア メ リ カ ス ズ カ ケ ノ キ ， ス ズ カ ケ ノ キ お よ びモ ミ ジパス

ズ カ ケ ノ キ で あ る 。

2 カ ナ メ モ チ う どん ニ 病

カ ナ メ モ チ は ， パ ラ 科の常緑樹で， 春先 に 新薬が赤 く

ン----

図 ー 1 ス ズ カ ケ ノ キ 類 う ど ん こ 病菌の形態
a : 分生子柄お よ び そ の 上 に 単生 す る 分生子. b : 分

生子， c : 分生子 の 発芽管 と 付着器. d : 菌糸上 の 付

着鴇.

な る ‘ぺニ カ ナ メ モ チ ' の 系統が生垣や緑地帯の 植栽 に 広

く 利用 さ れて い る 。 し か し ， ‘ぺ ニ カ ナ メ モ チ ' は ご ま 色

斑点病や根頭がん し ゅ 病 に 擢病 し や す く ， し ば し ば株枯

れ を起 こ す。 そ こ で， 近年 は カ ナ メ モ チ と オ オ カ ナ メ モ

チ の 交雑種セ イ ヨ ウ カ ナ メ モ チ (‘ レ ッ ド ロ ビ ン '， ‘三重

カ ナ メ ，) の 需 要 も 増加 し て い る 。 と こ ろ が， 最近， 東

京都 な ど で ‘ベ ニ カ ナ メ モ チ ' お よ び ‘三重 カ ナ メ ' の 生垣

や苗畑 で う ど ん こ 病 の 発 生 が多 く な り ， 特 に ， ‘ぺ ニ カ

ナ メ モ チ ' で は 激 し い 発生が認め ら れた 。

本病 に つ い て は， 大野 (1975) が緑化樹木 う ど ん こ 病

に 関 す る 総説 の 中 で， r カ ナ メ モ チ う ど ん こ 病J の 病名

を 用 い て い る 。 ま た ， 堀江 ・ 小林 ( 1983) は病害 リ ス ト

中 の カ ナ メ モ チ の項 に Oidium sp. を 記録 し た 。 し か し ，

両者 と も ， 症状の詳細， 病原性の 確認や菌の形態 に つ い

て は記述 し て い な い。 そ の後， 堀江 ら (1998) は本病の

症状お よ び病原菌 に つ い て 報告 し ， 病名 を 付与 し た 。

( 1 )  発生状況

本病 は カ ナ メ モ チ 展葉直後の 4 月 下旬�5 月 上旬 に 発

生 し始 め ， 急速 に 広 が る 。 最初， 新薬の 主 に 裏側 に 白色
の菌糸が薄 く ま ん延す る 。 や が て ， 分生子が粉状 に 多 数

形成 さ れ， 白 粉 に 覆 わ れて 見 え る 。 症状が進 む と ， 擢病

部 は 生育が遅延 ま た は 血害 さ れ る た め ， 擢病部 で よ じ

れ， 葉巻 き 症状 を 起 こ す。 出芽後， す ぐ に 発病す る と 伸

育がで き ず， 奇形化 し て ， 落葉す る こ と が あ る 。 展開 し

た 葉 で は し ば し ば穣病部 に 凹凸 を 生 じ ， 葉表が黄色の 斑

点 と な り ， 葉色が著 し く 悪化す る 。 本病 は大野 (1975)

が指摘 し た よ う に ， 5 月 中 下旬 が発病盛期 で あ り ， r春
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型J の発生消長 を示す。

( 2 ) 病原性の確認

‘べ ニ カ ナ メ モ チ ' の ポ ッ ト 苗 の新棄 に ， 生垣 の ‘べ ニ

カ ナ メ モ チ ' に 自 然発生 し た う ど ん こ 病菌 の 分生子 を，

前項 と 同様 に 接種 し た 。 接種 1 0 日 後か ら 葉 に 粉状 の 菌

叢が拡が り ， や が て ， 葉全面が 白 粉 に 覆 わ れ て ， 奇形葉

と な り ， 落葉 し た 。 以上の結果， 接種 に よ り 自 然病徴が

再現 さ れ， 本菌の病原性が確認 さ れた 。

( 3 ) 菌の形態お よ び所属

菌叢 は葉面 に 薄 く 表生 す る 。 分生子 は 鎖生 し ， 無色，

単 胞， 楕 円 形 で， フ ィ ブ ロ シ ン 体 を 有 し ， 大 き さ

25�31 x 13� 18 μm。 分 生 子 柄 は 菌 糸 上 に 直 立 し ，

foot-cell は 30�60 X 8� 1l μm。 発芽管 は， そ の 途 中 に

単純な形の付着器 を 生 じ ， ま た ， 菌 糸 に 生 じ る 付着器 も

小 さ な 突起状 で， い ず れ も 争haerotheca ρannosa 型 で

あ る 。 完全世代 は確認 さ れて い な い。 以上の形態的特徴

か ら ， カ ナ メ モ チ う ど ん こ 病 菌 は 争haerotheca þan­

nosa 型 の Oidium sp_ と し て 記録 し た (図一2) 0 宿主 は

カ ナ メ モ チ (‘べ ニ カ ナ メ モ チ ') ， セ イ ヨ ウ カ ナ メ モ チ

(‘三重 カ ナ メ ') 。

3 そ の他の主要緑化樹木 に 最近記録 さ れ た う どん こ

病

( 1 )  ヒ ュ ウ ガ ミ ズ キ う ど ん こ 病 (新称)

本病 は 1997 年秋 に 初 め て 確認 さ れ た (佐藤 ・ 堀江，

1998) 。 新薬 の 主 に 裏面 に 極 め て 薄 い 菌叢 を 生 じ る 。 J擢

病葉 は生気 を 失 い ， 葉色が悪 く ， 早期落葉す る 。 菌叢 は

消失性で， 秋季 に 閉子 の う 殻 を散生 ま た は群生す る 。 閉

C 

二三フ

コ企工

t三三二 a 

図 - 2 カ ナ メ モ チ う ど ん こ 病菌の形態

"，\ 

a : 分生子柄お よ び そ の上 に 鎖生 す る 分生子， b : 分

生子の発芽管 と 付着器， c : 菌糸上の付着器.

子 の う 殻 は 黒色， 球形， 直 径 75�1 l3 μm。 付属 糸 は 閉

子 の う 殻の赤道面 か ら (7�) 1O�17 本生 じ ， 無色， 先

端 は 規則 的 に 4�6 回二又 に 分校 し ， 極枝 は 反 り 返 り ，

長 さ 80�108 (�123) μm。 子 の う は 間 子 の う 殻 内 に

2�5 個 生 じ ， 卵 形， 大 き さ 40�56 x 33�43 (�48) μm。

子 の う 胞子 は 子 の う 内 に 2�4 個 生 じ ， 無色， 楕 円 形，

大 き さ 18�26 x 10� 13 μm。 以 上 の 形 態 的 特 徴 か ら 本

菌 を Microゆhaera sp. と し た 。 本 菌 は 新種 と 考 え ら れ

る 。 な お ， 分生子世代 は 未 記 載 で あ る 。 そ の 後， 堀 江

(未発表) は分生子接種 に よ り 病原性 を 確認 し て い る 。

( 2 ) ス モ ー ク ツ リ ー (ハ グ マ ノ キ ， ケ ム リ ノ キ ) う

ど ん こ 病 (新称)

本病 は ス モ ー ク ツ リ ー の重要病害 で あ る 。 病原菌 に つ

い て は ， 堀江 ・ 小林 ( 1 980) が東京都 に お け る 海外導入

樹種の病害調査 リ ス ト 中 に Oidium sp. と し て 載せ た の

が， 我が国 に お け る 初記録であ る 。 そ の後， 佐藤 ・ 堀江

(未発表) は本菌の 完全世代 が秋季 に 豊富 に 形成 さ れ る

の を 確認 し ， 形態 を観察 し た 。 菌叢 は 白色， 葉 の 表裏 に

表生 し ， 消 失 性 な い し 永続性 で あ る 。 閉 子 の う 殻 は 1 1

月 上旬以降群生 し ， 黒色， 球形~偏球形， 直径 88�125
μm 。 付 属 糸 は 閉 子 の う 殻 下 部 か ら ( l O � )

13�20 (�24) 本生 じ ， 無色で， 基部が茶褐色， 先端部

は 膨 大 せ ず 細 ま り ， 渦 巻 き ， 長 さ 93�168 (�205) 

μm， 幅 5�9 μm， 隔 壁 (O�) 1 (�2) 個。 子 の う は

子 の う 殻 内 に (4�) 5�8 (�9) 個 生 じ ， 無 色， 卵 形

~楕 円 形， 有 柄， 大 き さ 48�60 x (20�) 30�40 μm。

子の う 胞子 は 子 の う 内 に (4�) 5�6 個生 じ ， 無色， 単
胞， 楕 円 形， 大 き さ 18�25 (�28)  x ( 8�)  1 0 � 1 3  

μm。 以 上 の 形 態 的 特 徴 か ら ， 本 菌 を Uncinula ver­

niciferae P. HENN . と 同定 し た 。 堀 江 ( 未発表) は 分生

子接種 に よ り 病原性 を 確認 し て い る 。 な お ， 本菌 に つ い

て は丹田 ( 1996) の 記載が あ る 。

( 3 ) ピ ラ カ ン サ う ど ん こ 病

本病 は陳 ら ( 1997) に よ っ て 初 め て 記録 さ れ た 。 5 月

下旬 か ら 初夏 に ， 幼葉の 表裏両面 に 白 色粉状の 菌叢 を 生

じ る 。 病葉 は ま も な く し て 黄化 し ， 落葉す る 。 梅雨明 け

か ら 盛夏 に は一時治 ま る が， 秋季 に 再び発生す る 。 分生

子接種 に よ り 病原性が確認 さ れた 。 病原菌 は 完全世代が

観 察 さ れ て お ら ず， 0ααzぜt"，泌!

略)入o 
皿 緑化樹木 う どん こ 病防除 に 当 た っ て の課題

1 病原性の確 認 お よ び病名 の付与

病名 の提案 は 一般 に コ ッ ホ の 原則， す な わ ち ， 病斑部

か ら の病原菌の 分離， 分離菌の 接種， 病徴の 再現， そ し
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て 再分離 と い う 作業 を行 い ， 学会な ど に 発表す る 形で行

う 。 し か し， 病名 目 録 に 登載 さ れ て い る 「 う ど ん こ 病」

の 多 く は こ の よ う な手順 を 踏 ま ず， 病名委員会が病名 を

付 し た も の で あ る 。 こ の背景 に は， う ど ん こ 病菌が絶対

的寄生菌で あ る こ と か ら ， 病気 と し て の認知 よ り も ， 菌

学者 に よ る 菌 の 記載が精力的 に行一わ れ， HOMMA ( 1 937) 

に よ る う ど ん こ 病菌 の 古典的 な モ ノ グ ラ フ に代表 さ れ る

よ う に ， 菌 と 宿主 を 主体に整理 さ れ て き た こ と があ る と

推察 さ れ る 。 近年 も ， う ど ん こ 病菌の宿主 は 多数報告 さ

れ て い る が， r う ど ん こ 病」 と 命名 さ れて い な い種類 あ

る い は接種に よ る 症状再現 を 見ず に う ど ん こ 病 と 記述 し

て い る 例が極 め て 多 い。 最近 は 新病害 を報告す る に 当 た

り ， コ ツ ホ の原則 を 重視 し て お り ， 絶対的寄生菌で あ っ

て も ， 病原性の確認 と い う 地道な接種試験 を 通 し て 「 う

ど ん こ 病」 を認知 し て い く 必要 が あ る 。 病害防除の基本

は病名 の特定で あ り ， ま た ， 病名 目 録 を 充実 さ せ る た め

に も ， 今後 は接種試験 を 行 っ て ， 病名 を 明確に提案す る

こ と が望 ま れ る 。

2 発生生態の解明

病害の防除 に 当 た t) ， t)J発時期や発病憾rVJ を 前 も っ て

知 る こ と は極め て 有効であ る 。 し か し ， 緑化樹木の う ど

ん こ 病の発生消長 に 関 し て は ， 大野 ( 1 975) ， 堀江 ・ 小

林 (1 983) の報告があ る も の の， さ ら に デー タ の積み重

ねが必要で あ る 。 ま た ， う ど ん こ 病菌 は 広 い宿主範 囲 を

も っ種が多 い が， 緑化樹木で は接種 に よ る 宿主 聞の病原

性の差異が ほ と ん ど検討 さ れ て い な い。 今後， 種 を 再吟

l床す る う え か ら も 広範囲 な接種試験 を実施す る こ と が望

[主主瓦与-予告�1
次号 7 月 号 に 予定 さ れ て い る 記事 は 次の と お り で

す。

ト マ ト ハ モ グ リ パエ の発生生態 と 薬剤感受性
一京都府での試験結果か ら 一 徳丸 晋

山 口 県 での試験結果か ら 一 大久保孝志

イ ネ い も ち 病 に 対す る 各種薬剤の二次感染阻止効果

山 口純一郎

ま れ る 。 接種試験 に つ い て は， 佐藤 ( 1 999) も ， 新発生

の う ど ん こ 病の 由来や既報告の宿主植物， 既発生の う ど

ん こ 病菌 と の比較あ る い は発生生態の詳細 な検討の た め

に も 重要 であ る と 指摘 し て い る 。

3 防除薬剤lの登録拡大

緑化樹木の う ど ん こ 病 に 対す る 登録農薬 は， カ エ デ類

2 剤， カ シ 類 1 剤， サ ル ス ベ リ 7 剤， ハ ナ ミ ズ キ I 剤，

マ サ キ 4 剤 の み で あ る (農林水産省農薬検査所， 2001 ) 。

緑化樹木が多種類 に 及ぶ こ と か ら ， 防|徐 に 当 た り 薬剤 を

選定で き な い の が現状で あ る 。 最近は緑化樹木 に対す る

薬剤使用 に 住民 の 関心が高 ま っ て お り ， 安全使用 の観点

か ら も 登録農薬の充実が急務 で あ る 。
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新殺菌剤 ト リ フ ロ キ シ ス ト ロ ビ ン の使 い 方 江尻勝 也

植物防疫基礎講座

ア ブ ラ ム シ類、の見分 け 方 ( 3 ) 

野菜の ア ブ ラ ム シ類 高橋 滋

ソ ラ マ メ 催芽種子 に よ る 汎用的害虫飼育法

村井 保
ト ピ ッ ク ス

長距離移動性 イ ネ ウ ン カ 類の飛来源地帯 に お け る

近年の発生動向 松村正哉 ・ 渡逃朋也

ア リ ガ タ シ マ ア ザ ミ ウ マ の生態 と 防除効果 海外主要農薬 メ ー カ ー の動向 溢谷成美

大石 毅 ・ 安田慶次

リ レ ー随筆 : 産地， 今

( 6 ) 岡 山 県 の祖室 プ ド ウ ( マ ス カ ッ ト ・ オ プ ・ ア

レ キ サ ン ド リ ア ) の産地か ら 有吉俊明

定期講読者以外の お 申 込 み は至急前金 に て本会へ

定価 1 部 920 円 送料 76 円
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